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１.インボイス制度の概要
• インボイス（適格請求書）制度とは︖
売⼿が買⼿に対して、正確な適⽤税率や消費税額等を伝えるものをインボイス（適格請求書）と⾔います。
具体的には、現⾏の請求書（⼜は領収書）に「適格請求書発⾏事業者の登録番号」、「適⽤税率」及び「消
費税額等」の記載がある書類やデータを⾔います。インボイス制度の適⽤後は消費税の仕⼊税額控除はこのイン
ボイス（適格請求書）を元に⾏われます。

• 導⼊はいつから︖
2023年（令和5年）10月1⽇から導⼊されます。

• いつまでに申請すればいいの︖
2023年3月31日までの申請が推奨されています。インボイス制度導⼊は多くの事業者に影響し、申請
書の審査には時間がかかることが予想されます。2023年10月1⽇の制度導⼊と同時にインボイスが発⾏
できるようにする（＝適格請求書発⾏事業者として登録される）ためには、導⼊半年前の 2023年3月
31⽇までに申請書を提出するよう、国税庁は推奨しています。

• インボイスの発⾏事業者になるためには︖
インボイスを発⾏できるのは、適格請求書発⾏事業者だけです。
適格請求書発⾏事業者になるには、税務署へ申請して登録を受けなければなりません。登録申請書を提
出し、審査を経て登録番号が通知され、適格請求書発⾏が可能となります。
ただし、適格請求書発⾏事業者には、免税事業者はなることができません。（＝インボイスを発⾏すること
ができません）
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押さえておきたい3つのポイント

①2023年10月から消費税の「仕入税額控除」
を受けるためにはインボイスが必要（経過措
置あり）

②税務署に登録した「適格請求書発行事業者」
だけがインボイスを発行できる

③「課税事業者」だけが適格請求書発行事業者
になれる
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④ メッセージの確認

電子申告の達人で行う
「適格請求書発行事業者の登録申請」操作の流れ
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②申請書を作成する

⑤ 後日、通知書の確認を⾏い終了

①プログラムのアップデート

「電子申告の達人」で操作

③ 電子申告の達人で申請書を送信

「申請・届出書の達人」で操作

達人Cube「アップデート」で確認
事前準備

申告作業



2. アップデートを確認する
• 達人のプログラムが最新にアップデートされているか、確認して下さい。
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「達人Cube」、「達人シリーズ」一つず
つ確認して下さい。 「更新の必要はありません。」と表⽰

されていれば、お使いのコンピュータは
最新状態です。



3. 適格請求書発行事業者の登録申請書を作成する（1/4）

① 【申請・届出書の達人】を起動して下さい。
② 【新規作成】もしくは【開く】をクリックして下さ
い。（※）
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このマニュアルでは、すでに基本情報を登録したデータを
利⽤して作成する⽅法を案内していきます。

③ 顧問先を選択し、【確定】をクリックして下さ
い。

新規作成から開始する場合には、基本情報の登録が必要で
す。『「電子申告の達人」で⾏う電子申告の（開始届出）』
マニュアルを参考に作成を進めて下さい。

作成方法について（※）
申請・届出書の達人は運⽤⽅法として、初回に作成した申
請届出書の基本情報を利⽤して同一のデータに複数の申請
書届出書を作成、保管する⽅法、もしくは申請・届出名称ご
とにデータを分けて作成、保管する⽅法があります。いずれか
管理しやすい⽅法を選択の上、作業を進めて下さい。

■ すでにある顧問先のデータを利⽤して作成を⾏う場合は
【開く】をクリックして顧問先データを開き、適格請求書発⾏事
業者登録申請書を作成して下さい。

■ 申請・届出ごとに顧問先データを作成したい場合は、【新
規作成】を選択して作成を開始して下さい。

※どちらの⽅法も基本情報の登録に納税者、税理⼠それぞ
れの利⽤者識別番号の登録が必要です。
※電子申告で顧問先データを参照する際の申請・届出名称
は、基本情報に登録した申請・届出名称が表⽰されます。



3. 適格請求書発行事業者の登録申請書を作成する（2/4）
④ 【申請届出書の作成】をクリックして下さい。
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⑤ 【消費・間接諸税】タブをクリックして下さい。
⑥ 「適格請求書発⾏事業者の登録申請書

（国内事業者⽤）」をクリックして【選択】を
クリックして下さい。

⇒「適格請求書発⾏事業者の登録申請書」が
画面に表⽰されます。



3. 適格請求書発行事業者の登録申請書を作成する（3/4）

⑦ 必要事項を⼊⼒し、申請書を作成して下さ
い。
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※同じデータの中で次葉も作成して下さい。
【1/2】の登録が終わりましたら【業務メニュー】をクリックして下さい。
【申請・届出書の作成】→【消費・間接諸税】タブから「適格請
求書発⾏事業者の登録申請書（次葉）」を作成して下さい。

「課税事業者」または
「免税事業者」を選択して下さい。

 「本申請に係る通知書について、電子情報処理
組織(e-Tax）による通知を希望します。」の
チェックボックスについて

チェックをつけて電子申告した場合、e-Taxから
発⾏される登録番号は税理⼠事務所で確認するこ
とができます。
通知書は納税者のメッセージボックスに格納されま
す。

チェックを外して電子申告した場合、通知書は
納税者に郵送されます。納税者本人が登録番号を
確認する場合にはこちらを選択して下さい。

適格請求書発⾏事業者の登録申請書【1/2】



3. 適格請求書発行事業者の登録申請書を作成する（4/4）
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 【1/2】で「免税事業者」を選択した場合は、「免
税事業者の確認」をダブルクリックして該当するも
のを選択して下さい。
選択により、「令和5年10月1⽇の属する課税期
間中に・・・」または、「消費税課税事業者（選
択）届出書を提出し・・・」にチェックをつけることが
できます。

適格請求書発⾏事業者の登録申請書【2/2】

⇒完成したらデータを保存して下さい。

設定および選択を⾏い
申請書を作成して下さい。



4. 電子申告：取込（1/4）
① 【電子申告の達人】を起動して下さい。
② 国税電子申告 【1.取込】画面で、【達人

シリーズからの取込】をクリックして下さい。
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③ ⼿続きの種類は「申請・届出」を選択、法人
または個人を選択し、【次へ】をクリックして下
さい。

「送信済みデータを表⽰しない」
にチェックをつけると作業しやすく
なります。



4. 電子申告：取込（2/4）
④ 税目、申請年度、⼿続き名を選択し、【確
定】をクリックして下さい。
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⑤ 【次へ】をクリックして下さい。
⑥ 【参照】をクリックして下さい。

税目︓消費税申請
申請等年度︓現在の年度
⼿続き名︓適格請求書発⾏事業者の登録申請
※国内事業者⽤/国外事業者⽤が分かれているのでご注意下さい。



4. 電子申告：取込（3/4）
⑦ 取込するデータのチェックボックスにチェックをつ
けて【確定】をクリックして下さい。
※複数選択も可
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⑧ 【次へ】をクリックして下さい。
⑨ 【完了】をクリックして下さい。



4. 電子申告：取込（4/4）
⑩ 「取込帳票選択」画面が表⽰されたら、【確
定】をクリックして下さい。
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⑪ 「取込結果】画面が表⽰されたら、【閉じる】
をクリックして下さい。

⇒「適格請求書発⾏事業者の登録申請書」が取込されます。



4. 電子申告：プレビュー
① 取込された「適格請求書発⾏事業者の登
録申請」をクリックして⻘くしてから、【詳細】を
クリックして下さい。
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② 帳票確認」画面が表⽰されたら、【確定】を
クリックして下さい。
③ 申請書の内容を確認して下さい。

⇒「適格請求書発⾏事業者の登録申請書」が表
⽰されます。次葉も取込されていますので確認して
下さい。確認後、右上の【✖】をクリックして申請書
のプレビュー画面を閉じて下さい。
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4. 電子申告：署名（1/2）
① 画面左側の【３.署名】をクリックして下さい。
② 取込した「適格請求書発⾏事業者の登録
申請」にチェックをつけて、【署名追加】をクリッ
クして下さい。
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③ 【⽇税連 税理⼠法電子証明書】を選択し、
【確定】をクリックして下さい。



4. 電子申告：署名（2/2）
④ PINコードを⼊⼒し、【OK】をクリックして下さ

い。
⑤ 「電子証明書確認」画面が表⽰されたら
【OK】をクリックして下さい。
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⑥ 「署名が完了しました」と表⽰されたら、
【OK】をクリックして下さい。

⇒署名が付与されます。



4. 電子申告：送信
① 画面左側の【４.送信】をクリックして下さい。
② 送信する申請書にチェックがついていることを
確認して、【送信】をクリックして下さい。
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③ 「送信を⾏いますか︖」と表⽰されたら、【は
い】をクリックして下さい。

④ 税理⼠の利⽤者識別番号が表⽰されてい
ることを確認してから、【確定】をクリックして下
さい。

⑤ 「送信状況」が表⽰されたら、【完了】をクリッ
クして下さい。

⑥ 「送信が完了しました。」と表⽰されたら、
【OK】をクリックして下さい。⇒送信が完了し
ました。



4. 電子申告：メッセージ確認
① 画面左側の【５.メッセージ確認・納付】をク
リックして下さい。

② 受付結果を表⽰したいデータを選択してから、
【詳細】をクリックして下さい。
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③ メール詳細にエラーがないことを確認し、必
要に応じて印刷を取って下さい。

④ 最後に右上「X」をクリックして終了して下さい。

⇒「メール詳細」画面が表⽰されます。

メール詳細が印刷
できます。

【PDF変換】ボタンから、送信した申告
書を印刷、保存できます。ここから印
刷すると、帳票の上部に「受付番号」
「受付⽇時」が表⽰されます。



4. 電子申告：後日通知書の確認（1/5）

お知らせが届きましたら、電子申告の達人で通
知書の内容を確認して下さい。
※登録通知書データは納税者のメッセージボッ
クスにのみ格納されます。
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申請書作成時に、「本申請に係る通知書につい
て、電子情報処理組織（e-Tax）による通知を
希望します。」にチェックをつけて申告した場合、
後⽇、e-Taxから登録しているメールアドレス宛に
「適格請求書発⾏事業者の登録申請に関する
お知らせ」が届きます。

お知らせのイメージ



4. 電子申告：後日通知書の確認（2/5）

■ 通知書の確認方法
① 電子申告の達人を起動して下さい。
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② 画面左側の【5.メッセージ確認・納付】⇒
【メッセージのダウンロード】の順にクリックして
下さい。



4. 電子申告：後日通知書の確認（3/5）
③ 受信を⾏う納税者の「受信要否」にチェック
をつけて【確定】をクリックして下さい。※複数
選択可

④ 「メッセージのダウンロードを開始します。よろ
しいですか︖」と表⽰されたら、【OK】をクリック
して下さい。
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⑤ 「認証」画面が表⽰されたら、e-Taxの「暗
証番号」を⼊⼒の上、【確定】をクリックして下
さい。（電子申告の達人に暗証番号を保存
している場合「認証」画面は表⽰されませ
ん。）

⑥ 個人の場合、「追加認証」画面が表⽰され
ます。「追加認証」の画面が表⽰されたら【読
み込まない】を選択して下さい。利⽤者種別を「納税者」または

「両⽅」にすると、納税者の利⽤
者名が表⽰されます。

「納税者」にチェックをつけ
ます。

暗証番号が保存されていな
い場合、認証画面が表⽰さ
れます。

暗証番号を⼊⼒し、
【確定】をクリックして
下さい。

適格請求書の
通知書は、電子
証明書の追加
認証が不要な
メッセージのため、
【読み込まない】
を選択します。

⇒ダウンロードが開始されます。



4. 電子申告：後日通知書の確認（4/5）
⑦ 「すべての処理が完了しました。」と表⽰され
たら【閉じる】をクリックして下さい。

⑧ データを選択してから【詳細】をクリックして下
さい。
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⑨ 「適格請求書発⾏事業者の状況」画面が
表⽰されたら【通知書】をクリックして下さい。

⑩ 「適格請求書発⾏事業者の登録通知書」
をクリックして選択し、【プレビュー】をクリックし
て下さい。

「受付結果」は
空欄にして下さい。

「各種処理状況」
にチェックを付けて
下さい。

「格納⽇時」
▼降順にすると⽇
付順に並びます。 ⇒登録通知データが表⽰されます。



4. 電子申告：後日通知書の確認（5/5）
⑪ 右上の【・・・】⇒【印刷】の順にクリックし
ていくと印刷をすることができます。
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⇒以上で作業終了です。「登録番号」が確認
できます。


